
 

 

 

 

ゆで卵を取り出そう 

 

 
 

 

 

 

東京書籍：Ｐ146～165  総時数 11(12)        本研究で提案する単元計画例  総時数 13  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名：水溶液の性質とはたらき 時数 

身の回りにはどんな水溶液があるかを考

え，食塩水，石灰水，アンモニア水，塩

酸，炭酸水にはどんな違いがあるかを調

べる。 

2 

水溶液には固体が溶けているものがある

ことをまとめる。 
1 

水溶液には気体が溶けているものがある

かを調べ，まとめる。 
1 

いろいろな水溶液をリトマス紙につけて,

性質を調べる。 
1 

水溶液は，酸性，中性，アルカリ性にな

かま分けできることをまとめる。 
1 

水溶液には金属を変化させるはたらきが

あるかを予想し，金属に塩酸や炭酸水を

注ぐとどうなるかを調べ，まとめる。 

1(2) 

塩酸にアルミニウム（または鉄）が溶け

た液を蒸発させて，出てきた物の性質を

調べる。 

2 

水溶液には，金属を変化させるものがあ

ることをまとめる。 
1 

水溶液の性質とはたらきについて，学習

したことをまとめる。 
1 

 

本授業は，第６学年「水溶液の性質とはたらき」の単元に位置付け，「水溶液には金属を変化さ

せるはたらきがあるかを予想し，金属に塩酸や炭酸水を注ぐとどうなるかを調べ，まとめる」時間

に設定されている予備時数を利用し，更に１時間を加え設定する（２時間扱い）。 

単元名：水溶液の性質とはたらき 時数 

身の回りにはどんな水溶液があるかを考

え，食塩水，石灰水，アンモニア水，塩

酸，炭酸水にはどんな違いがあるかを調

べる。 

2 

水溶液には固体が溶けているものがある

ことをまとめる。 
1 

水溶液には気体が溶けているものがある

かを調べ，まとめる。 
1 

いろいろな水溶液をリトマス紙につけて,

性質を調べる。 
1 

水溶液は，酸性，中性，アルカリ性にな

かま分けできることをまとめる。 
1 

水溶液には金属を変化させるはたらきが

あるかを予想し，金属に塩酸や炭酸水を

注ぐとどうなるかを調べ，まとめる。 

1 

塩酸にアルミニウム（または鉄）が溶け

た液を蒸発させて，出てきた物の性質を

調べる。 

2 

水溶液には，金属を変化させるものがあ

ることをまとめる。 
1 

水溶液の性質とはたらきについて，学習

したことをまとめる。 
1 

学習したことを活用する。 

「ゆで卵を取り出そう」 
2 

 

単元計画例は，東京書籍株式会社「平成27年度用新編新しい理科年間指導計画作成

資料」を基に作成した。 
単元計画例 
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児童用 使用する場面 

□ 殻をむいたゆで卵（Ｍサイズ） 
□ 三角フラスコ（500ml） 
□ 二酸化炭素  □ 石灰水 

・問題を見いだす場面で使用する。 
・問題を見いだす場面で使用する。 
・問題を見いだす場面で使用する。 

 

児童用 使用する目的 

□ 殻をむいたゆで卵（Ｍサイズ） 
□ 三角フラスコ（500ml） 
□ 二酸化炭素 
□ 石灰水 
□ スタンド 
□ 実験用ガスコンロ 
□ 炭酸水（１回：約 200ml） 
□ 氷（１回：約 80g） 
□ お湯（90℃）（１回：約 100ml） 
□ ドライヤー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・実験で使用する。 
・実験で使用する。 
・実験で使用する。 
・二酸化炭素の存在を確認するために使用する。 
・実験でフラスコを固定するために使用する。 
・実験でお湯を沸かすために使用する。 
・実験で気体（二酸化炭素）を発生させるために使用する。 
・実験で空気や二酸化炭素を冷やすために使用する。 
・実験で空気や二酸化炭素を温めるために使用する。 
・実験で空気や二酸化炭素を温めるために使用する。 
 

小６ ゆで卵を取り出そう 時数：２ 

◆ 活用する主な知識・技能 

フラスコの中に入った殻をむいたゆで卵を取り出す活動を通して，気体の体積変化を生かした

取り出し方について考え，表現することができる。 

◆ 準備物 

◆ 概要 

◆ ねらい 

本授業では，第６学年で学習する「水溶液の性質とはたらき」の学習に

おいて，第４学年「物の体積と温度」の学習内容を関連付け，殻をむいた

ゆで卵がフラスコの中に吸い込まれた原因を確かめ，殻をむいたゆで卵を

フラスコから取り出す方法を考え，表現する。 

第４学年「物の体積と温度」 

東京書籍：Ｐ98～107 

①空気は，温めたり冷やしたりすると，体積が

変わること 

②実験用ガスコンロ（アルコールランプ）の使

い方 

○殻をむいたゆで卵の入れ方の例 

第６学年「水溶液の性質とはたらき」 

東京書籍：Ｐ146～165 

③水溶液には，気体が溶けているものがあるこ

と 

④石灰水で二酸化炭素を検出できること 

⑤液を振り動かすと気体が発生する水溶液があ

ること 

水 

二酸化炭素 

ゆで卵 

軽く振る 

○殻をむいたゆで卵の取り出し方の例 

お湯（約 100ml） 
 

スタンド 

※二酸化炭素の水への溶解度について 

20℃，１気圧の条件で，１Ｌの水に対し，0.88Ｌの二酸化炭素が溶ける。 

三角フラスコの中に殻をむいたゆで卵を入れる際には，フラスコの中に水を 400ml 程度入れ，残りを二

酸化炭素で満たすとよい。 
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主な手立て 学習の流れ 
活用する 

知識・技能 

 初めに教師

が演示し，

次に，グル

ープごとに

教師が演示

したことを

再現する。

空気が入っ

ているフラ

スコと二酸

化炭素が入

っているフ

ラスコを比

較し，二酸

化炭素の存

在に気付か

せる。 

 

 

 

 

ゆで卵が吸

い込まれた

のは，気体

の二酸化炭

素の体積変

化が一つの

要因となる

ことを捉え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説を立て

るための考

え方を示す

ことで，児

童に，自分

たちが知っ

ていること

やできるこ

とを結び付

けて考えさ

せる。 

 

 

 

 

【問題を見いだす】ゆで卵が，フラスコ内に吸い込まれる様子を観察する。 

 ※ゆで卵は殻をむいたものを用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仮説を立てる】気体の体積変化に着目し，仮説を立てる。 

○板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

③⑤ 

 

 

 

 

 

① 

 
 

つ
な
げ
る 

問題：フラスコからゆで卵を取り出すことができるだろうか。 

二酸化炭素があることによって，フラスコの中でどのようなことが起こり，

ゆで卵が吸い込まれたのでしょうか。 

整
理
す
る 

気
付
く 

教師 

石灰水 石灰水 

◆ 授業の流れ（第１時） 

白く濁る 変わらない 

二酸化炭素が水に溶けて，気体

の体積が小さくなるからゆで卵

が吸い込まれたと思います。 
児童  

二酸化炭素が水に溶ける

ことと関係があると思い

ます。 児童  

そうですね。気体の体積の変化がポイントになりますね。 

さて，フラスコの中にはゆで卵が入ったままです。 

気体の体積の変化に着目して，ゆで卵を取り出せるでしょうか。 
教師 

 

 

 

着目すること 

気体の体積変化 

 

何をすれば ここが変わる だからこうなる 

  

・ゆで卵がフラ

スコからおし

出される。 

 

フラスコからゆで卵を取り出すことが
できるだろうか 

グループで話し合い，仮説を

立てましょう。考えられる仮

説は一つとは限りません。 

ゆで卵が吸い込まれた！ 

軽く振る 

ゆで卵 

二酸化炭素 

水 

ゆで卵 

空気 

水 

軽く振る 

どうやって気体に戻すのかな。炭酸水は振ると泡がたくさん出るから，フラ

スコを振ると二酸化炭素が気体に戻るかもしれないね。 

児童  

児童  

変わらない 

気体の体積は，温度によって大

きくなったり，小さくなったり

するね。 

ゆで卵が吸い
込まれる。 

児童  

気体の体積の変化について

４年生で学習したことも関

係するかもしれないよ。 
児童  

なぜ片方だけ，ゆで卵が

吸い込まれたのかな。違

いは何だろう。 

気体の体積を変化させる方法に

は何があるかな。 

児童  

水に溶けた二酸化炭素を気体に

戻せると，フラスコ内の気体の

体積は大きくなるよね。 

児童  

児童  ゆで卵が吸い込まれた方

には二酸化炭素が入って

いたのかもしれないな。

石灰水を使って確かめて

みよう。 児童  

石灰水が白く濁ったから

ゆで卵が吸い込まれた方

には，二酸化炭素が入っ

ていたことが分かるね。 
児童  

教師 
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主な手立て 学習の流れ 
活用する 

知識・技能 

  

 

 

 

 

実験が仮説

のとおりに

進まなかっ

た場合，何

が原因でど

のように改

善できるか

について，

表を基にし

て考えさせ

る。 

 

〈注意〉 

お湯を掛け

る際には，

やけどをし

ないように

取っ手が付

いた耐熱用

の容器にお

湯を入れて

扱わせる。

また，周り

の人にお湯

が掛からな

いように注

意させる。 

 

 

 

【実験する】仮説に基づいて，フラスコからゆで卵を取り出す実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈注意〉 

教師が危険

だと判断し

た実験を構

想した場合

は，安全面

を考慮し，

代替案に誘

導したり，

条件を加え

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①③⑤ 

 

整
理
す
る 

仮説を基に実験を行いましょう。うまく取り出せなかった場合は，その理

由を考え，仮説を修正してもう一度試しましょう。 
教師 

 

A グループの実験① 

フラスコを逆さ 

にして振るが， 
取り出せない。 

何をすれば ここが変わる だからこうなる 

①フラスコを逆さにしてふ

る。 

・二酸化炭素が少ない。 

・水がこぼれる。 

改善策 

・炭酸水を使う。 

・炭酸水をたくさん入れ

る。 

①水にとけた二酸化炭

素が気体に戻る。 

改善すると  

・気体の二酸化炭素の

量が増える。 
・ゆで卵がフラスコから

押し出される。 

 

仮説の見直し 

 

A グループの実験② 

逆さに固定したフラスコにお湯を

掛けて温めたが，ゆで卵が途中で

止まり，取り出せない。 

何をすれば ここが変わる だからこうなる 

②逆さに固定したフラスコ

にお湯を掛けてフラスコ

全体を温める。  

改善策 

・お湯の量を増やす。 

・お湯をきちんと沸騰さ

せてから使う。 

②フラスコ内の空気の体積

が大きくなる。 

改善すると  

・さらに空気の体積が大き

くなる。 

・ゆで卵がフラスコから

押し出される。 

 

気
付
く 

整
理
す
る 

気
付
く 

◆ 授業の流れ（第２時） 

つ
な
げ
る 

Ａグループの仮説 

何をすれば ここが変わる だからこうなる 

①フラスコを逆さにしてふ

る。 

①水にとけた二酸化炭

素が気体にもどる。 

・ゆで卵がフラスコから押し

出される。 

②逆さに固定したフラスコ

にお湯を掛けて温める。 

②フラスコ内の空気の

体積が大きくなる。  

・ゆで卵がフラスコから押し

出される。 

仮説①：フラスコを逆さにしてふると，水にとけた二酸化炭素が気体に戻り，ゆで 

卵がフラスコから押し出されるだろう。 

仮説②：逆さに固定したフラスコにお湯を掛けて温めると，フラスコ内の空気の体積

が大きくなり，ゆで卵がフラスコから押し出されるだろう。 

仮説を基に実験を行います。どんな器具や装置が必要になりますか。 

実験に必要なものをまとめ，実験の計画を立てましょう。 
教師 

仮説の見直し 
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どのような

仮説に基づ

いて実験を

行ったかな

ど，考えた

過程が分か

るように発

表させる。 

 

他のグルー

プの考え方

や実験の方

法を知り，

自分たちの

考えとの共

通点や相違

点を確認さ

せる。 

 

 

【まとめる】ゆで卵を取り出す方法についてまとめ，発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

Ｂグループの発表 

各グループとも，方法を工夫して考えることができました。 

気体の体積変化に着目するという点は同じでも，解決の方法は１つでは

ありませんでした。どうすればよいかをよく考えて，試してみることが

大切ですね。 

どのような考えで実験を行い，その結果がどうなるのかを実際に行いな

がら発表しましょう。 

児童  

逆さにして，フラスコの口の部分
をゆで卵で塞ぎ，中の空気が漏れ
ないようにします。このままフラ
スコの中の空気を温めると，体積
が大きくなった空気がゆで卵を押
し出すと考えました。 
温める方法は，ドライヤーを使う
ことにしました。 

教師 

教師 

児童  

試してみると，少しずつゆで卵が押し出されましたが，フラスコの口で止
まってしまい最後まで出ませんでした。 
しかし，この実験では，ドライヤーの温風で温めると空気の体積が大きく
なることが分かりました。 

児童  

そこで，ドライヤーの温風で温め
る前に，フラスコを冷やしてみる
ことにしました。 
空気は冷やすと体積が小さくなる
ので，最初に，できるだけ空気の
体積を小さくしておくと，温めた
ときのゆで卵を押し出す力がもっ
と強くなると考えたからです。 

ゆで卵が入っている
フラスコ 

ドライヤーで，

フラスコに温風
を当てる。 

 

つ
な
げ
る 

氷 

ドライヤーで，
フラスコに温風
を当てる。 

冷やしたフラスコ 

児童  

この方法でゆで卵を取り出すことが
できました。 


